
道
風
を
憶
う

石

井

裕

小
野
道
風

の
真
蹟

に
初

め
て
接
し

た
の
は
、

国
立

博

物
館

の
書
蹟
室

で
あ

っ
た
。
道
風

三
十

五
歳
、

延

長
六
年
十

一
月
内
裏

の
屏

風

に
大
江
朝
綱

の
詩

を
書

写
す

る
こ
と
を
下
命

さ
れ
た
と
き

の
草
稿
本

一
巻

、

世

に
屏
風
土
代

と
呼
ば

れ

て
い
る
巻
物

で
あ

っ
た
。

屏
風
土
代

の
印
刷
本

は
早
く

か
ら
知

っ
て
い
た
が

原
本

を
観

て
、
書

の
迫
力

の
並

々
な
ら
ぬ

こ
と

に
驚

き
時

の
経

つ
の
を
忘
れ

て

一
筆

々
々
筆

の
動
き
を
心

に
焼

き

つ
け
た

い
と
観

い

っ
た

の
で
あ

る
。

当
時

二
十
歳

の
半
ば

を
過
ぎ

て
い
た
私

は
、

三
十

歳
を

一
つ
の
目
標

と
し
て
道
風

に
劣
ら

ぬ
書

を
書

い

て
み
た
い
と
思

っ
た

の
で
あ

る
。

幸
運

な
こ
と
に
、
更

に
園
城
寺

か
ら
北
白

川
宮

に

移

り
、
現
在
屏

風
土
代

は
国
立
博
物
館

の
蔵
品
と
な

っ
て

い
る
智

証
大
師

(円
珍
)
諡

号
勅
書

の
原
奉

に

ふ
れ
る
こ
と
が

で
き

た
。

一
年
後

の
書
写

で
あ

る
が

、

そ

の

一
年

の
歳

月

の
隔
た
り

で
道
風

の
書

の
深
ま
り

を
知
り
感
慨

一
入

で
あ

っ
た
。

更

に
広

く
道
風

の
書
を
観

た
い
と
念

願
し

て
い
た

が
、
前

田
家

蔵

の
常
楽
寺
閑
居
詩

一
巻
、
正
木
家
蔵

三
体
白

氏
詩
巻
な
ど
眼
福

を
得

る
機
会

に
恵

ま
れ
、

大

い
に
勉
強
す

る
こ
と
が

で
き
た
。

道

風

は
、
寛
平

六
年
生

、
康

保

三
年
卒
、

七
十
三

才

で
没

し
て
い
る

の
が
妥

当
と
さ
れ

て

い
る
。

寛
平

六
年

は
西
暦

八
九
四
年
宇
多
天
皇

の
御
代

で
あ
り
醍

醐

・
朱
雀

・
村

上
帝

の
世
を
生
き
康
保

三
年
西
暦
九

六
六
年
、

正
四
位
下
内
蔵
頭

で
没

す
る
迄
官
位

は
高

く

な
ら
ず

能
書

を
も

っ
て
評
価

さ
れ
た
人
と
思

わ
れ

る
。当

時

の
人

か
ら
小
野
道
風

は
能

書

の
絶
妙

な
り
と

い
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
評
価

の
高

か

っ
た

こ
と

が

わ

か
る
。

-
卒
業
生

・
文
芸

学
会
だ
よ
り

利
根
川

裕
先

生
を

お
迎

え
し
て

平
成

二
年

九
月
十
五

日

(土
)
あ

い
に
く

の
天

候

で
し
た
が

、
多

数

の
先
生
方
、
並

び

に
、
四
十

数
名

の
卒
業

生
が
、
会
場

の
神
奈

川
県
立
近
代
文

学
館

に
集

り
、
第

三
回

文
芸
学

会

・
卒
業
生

の

会
が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ

の
会

は
、
昭
和

六
十
三
年

に
発
足

し
て
以
来

、

卒
業
生
を
中
心

と
し
た
年

一
回

の
集

い
と
し
て
、

多
数

の
方

々
の
ご
協

力

に
よ
り
開
催

さ
れ
、
今

年

で
三
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。

今
年

は
、
講
師
と
し

て
、

元
文
芸

科
講
師

で
、

作
家

、
現

在
T
V
等

で
ご
活

躍
中

の
利
根
川
裕
先

生

を

お
迎

え

し
、
「
現

代

の
魔
術

師
」
と
題

し

て

講
演

(
写
真
)

し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。

普

段
ブ

ラ
ウ
ソ
管

の
中

で
し

か
拝
見

で
き

な

い
先

生

の
真
近

で

の
迫

力
満

点

の
ご
講
演

は
、
大

変
す

ぼ
ら

し
い
も

の
で
し
た
。
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道
風

の
時
代

に
は
優

れ
た
筆

蹟

に
接
す

る
機
会

も

多

か

っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。

そ
れ
は
道
風
が
王
羲
之

の
書

を
よ
く
咀
嚼
し
自
分

の
も

の
と
し

て
い
る
こ
と

が

う
か
が

え
る

か
ら

で
、

王
羲
之

の
法
帖

に
出

て
く

る
文
字

の
形

の
と
り
方
、
筆
勢

な
ど
よ
く
似

て
い
る

か
ら
で
あ

る
。

優

れ
た
書

を
書

く

に
は
、
絶

え
ず
名

品

に
接

し
、

目
標

は
高

く
、
広

い
視
野

に
立

ち
、
深

く
究

め
よ
う

と
す

る
心
が

な
く

て
は
な
ら

な
い
。

三
十
歳

に
な

っ
た
ら
道
風

に
劣

ら
ぬ
書

を
と
念
願

し

た
が
、
書

と
か
か
わ
り
あ

っ
て
五
十
年

を
経
た
今

到
底
足
元

に
も

及
ぽ

ぬ

こ
と
を
恥
ず

る
ば

か
り

で
あ

る
が
愚
鈍
な

り
に
励
む
よ
り
他
あ

る
ま
い
と
思

っ
て

い
る
。

今
秋
、
東
京
国

立
博
物

館

で
、

日
本
美
術
名

品
展

が
催
さ
れ

る
。
案
内

に
よ
る
と
、
道
風

玉
泉
帖

一
巻

が

展
観
さ
れ

る
と

い
う
。

こ
れ

は
、
冒
頭
が

"
玉
泉
南

澗
花
奇
恠
"

の
句

で

始

ま
る

の
で
名
づ
け

ら
れ
た
巻

物

で
、
白
楽
天

の
律

詩

四
首
を
題
と
と
も

に
四
十
行

に
わ
た

っ
て
書

写
し

更

に
二
行

の
自
跋
を
加

え
て

い
る
。

こ
の
律
詩

は
、

白
氏

文
集

巻
六
四

に
収

め
ら
れ
て

い
る
も

の
で
実

に

自
由

な
心
境

で
暢
び

や
か
に
書

か
れ

て
い
る
墨
宝

で

あ

る
。

自

跋

に

は

、

テ

ヲ

カ
ラ

ス

ヨ
ル

ザ
ル

ニ

ノ
ミ

以

レ
是

不
レ
可

レ
為

二縁

非

二
例

体

一耳

と
あ

る
。
屏
風
土
代

な
ど

の
書
き

ぶ
り
と
違

う
か
ら

で
あ
ろ
う
。

同
時

に
王
羲
之

の
名

品
も
展
観
さ
れ

る
と

い
う
。

羲
之

を
観
、
道
風

を
観

、
近
来

の
眼
福
を
得

ら
れ
る

の
は
幸

せ
で
あ
り
、
道
風

に

一
歩

で
も
近
づ

け
る
よ

う

な
書

を
書
け

る
よ
う

に
な
り
た

い
と
思
う
。

追
記

日
本
美

術
名
品
展

に
は
東
京

で
は
久

し
ぶ

り
に
正

倉
院

の
名

品
も
展
観
さ

れ
る
と

い
う
。
美
術

に
関

心

の
あ

る
方

の
参

観
を
す
す

め
た

い
と
思
う
。

講
演
会
終

了
後

に
は
、
昼
食
を

と
り
な
が

ら
、

懇
親
会
を
開
き
、

な

つ
か
し

い
先
生
方

の
お
話
や

諸
先
輩
方

や
後
輩

の
近
況
等
を
伺

い
な
が

ら
、
楽

し

い
秋

の
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま

し
た
。

こ
の
会

は
、
想

い
出
多
き
学
生
時
代

の
な

つ
か

し

い
文
芸
科

と

の
唯

一
の

つ
な
が

り
で
あ

る
と
共

に
、
会
員
同

士

の
交
流

の
場

で
も
あ

り
ま
す
。

な

つ
か
し
い
学

生
時
代

に
戻
れ

る
年

に

一
度

の

こ
の
機
会

に
是
非

、
会

員
同
士
、

又
、
未

入
会

の

卒
業
生

の
方

々

へ
も
積

極
的

に
お
声

を
か
け
て

い

た
だ
き
、

一
人

で
も
多

く

の
方

々
に
お
集

り

い
た

だ
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
会

の
更

な
る
発

展
と
存
続

の
た
め
、

皆
様

の
よ
り

一
層

の
ご
理
解

と
ご
協
力

を
心

よ
り
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

〔昭
和

六
十
三
年

卒
業

高
実

子

由

起
〕

平
成

二
年

九
月

十
五
日

(土

・
敬
老

の
日
)

午
前
十

一
時

～
午
後

三
時

司
会

武

田
多
美

恵

夭
玄
口貝
且双
挨
巛汐

古
同
由夫
ヱJ
山
円
料起

〔
講
演
〕

「
現
代

の
魔

術
師
」

作
家

利
根
川

裕

先
生

〔
懇
親
会
〕
県

立
近
代
文
学
館

二
階
会
議
室
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